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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、非結核性抗酸菌症において不明であった抑うつ症状の有病率

とその要因に明らかにしたもので、目的は十分に妥当である。 

 

 

２ 研究手法に関する評価 

この種の研究成果を左右すると考えられる種々の標本選択バイアスを

可能な限り除外するようにデザインし、更に種々の統計学的解析法で解析

したもので、研究手法も妥当である。 

 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、種々の標本選択バイアスを可能な限り小さく

しても、非結核性抗酸菌症においてうつ症状の有病率とその要因を明らか

にし、今後の抗酸菌感染症学研究への進展が大いに期待される。 

 

 

以上のように本論文は非結核性抗酸菌症研究に貢献するところが大で

あり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 
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